
～近畿京滋会滋賀支部～

支部例会・研修会開催報告
平成２９年１２月１日（金） ホテルボストンプラザ草津

ＴＫＣ京都ＳＣＧサービスセンター 中村

共同通信社経済部
金融庁キャップ

橋本 卓典 氏

金融行政の転換により、金融機関は顧客本位の業務運営（フィデューシャリー・ヂューテ

ィー）にシフトしている。このような中で必要になってくることは、金融機関と中小企業

の間にある「情報の非対称性」を解消していくこと。そのためには、金融機関、中小企業

、顧問税理士の連携と信頼関係が必要不可欠です。

ＴＫＣモニタリング情報サービスは

有効な解消手段です！

(1) 利用状況の確認画面では・・・

ＴＫＣモニタリング情報サービスを利用できるシステム（財務三表、建

設業会計、医業会計、ＦＸ４クラウド）を利用している関与先を一覧表示

します。「表示対象企業」欄で「利用企業のみ」を選択することにより、

ＴＫＣモニタリング情報サービスをご利用の関与先のみを表示することも

できます！

(2) ＴＫＣモニタリング情報サービスをご利用の関与先は・・・

提供先金融機関、利用サービス、提供帳表申込状況や提供状況等を確認

できます。一方、ＴＫＣモニタリング情報サービスを未利用の関与先は、

直前期における記帳適時性証明書の発行有無を確認できます。また、「金

融機関の対応状況」ボタンをクリックすると、各金融機関のＴＫＣモニタ

リング情報サービスの対応状況を確認できます。ぜひ利用対象企業の抽出

にご活用ください。

(3) 決算月等での並び替えや、条件検索での絞り込みも可能です。

「ＴＫＣモニタリング

情報サービス推進企画」

滋賀支部独自企画として〝３００（ｻﾝ

ﾏﾙﾏﾙ）プロジェクト〟をスタートさせま

す。対象は滋賀県下に本店を置く金融機

関です。①滋賀銀行、②湖東信用金庫、

③滋賀県信用組合、④滋賀中央信用金庫

まずは当企画にご賛同の上、申込書への

ご記載をお願いいたします！

「金融庁による〝事業性評価〟の導入は

最大のビジネスチャンスとなる筈です」

事業性評価の時代における会計事務所の

ベストプラクティスは、

①中・長期経営計画の策定支援

＝継続ＭＡＳ＋ロカベン・ツール

②適正かつ正確な月次決算

＝ＴＫＣ自計化システム

③信頼される決算書

＝中小会計要領＋書面添付＋記帳適時性証明書

④最新業績の情報開示

＝ＴＫＣモニタリング情報サービス
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